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ゆ
だ
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
は
、
全
数
把
握

で
な
く
、
全
国
五
千
の
医
療
機
関
の
、

定
点
把
握
に
な
り
、
一
週
間
に
一
回
、

金
曜
日
に
公
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

週
一
回
の
新
聞
公
表
を
み
る
と
、
一
医

療
機
関
当
た
り
の
感
染
者
数
の
数
値

が
、
流
行
し
て
い
る
の
か
、
し
て
い
な

い
の
か
、
動
向
が
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。

行
動
制
限
が
な
い
の
で
、
外
出
自
粛

は
、
求
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
コ
ロ
ナ
発

症
後
五
日
間
が
他
人
に
感
染
さ
せ
る

リ
ス
ク
が
高
い
の
で
、
外
出
を
控
え
る

こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

十
日
間
が
経
過
す
る
ま
で
は
、
ウ
イ

ル
ス
排
出
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
不
織
布
マ
ス
ク
を
着
用
し
た
り
、

高
齢
者
等
ハ
イ
リ
ス
ク
者
と
接
触
は

控
え
る
等
、
周
り
の
方
へ
う
つ
さ
な
い

よ
う
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。（
厚
生
労

働
省
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
症
法
の
位
置
付
け
変
更
後
の

療
養
期
間
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
か
ら

引
用
）

　
上
都
賀
厚
生
連
は
、
上
都
賀
総
合

病
院
（
二
十
七
診
療
科
・
三
百
五
十

二
床
・
が
ん
診
療
病
院
・
脳
卒
中
拠

点
病
院
・
肝
疾
患
専
門
病
院
・
一
次

二
次
救
急
病
院
・
へ
き
地
医
療
拠
点

病
院
・
災
害
拠
点
病
院
・
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
拠
点
病
院
）・
老
人
保
健
施
設

か
み
つ
が（
百
床
、通
所
リ
ハ
八
十
人
）・

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ひ
ば
り
・
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
か
み
つ
が
・
鹿

沼
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

五
事
業
所
を
職
員
数
約
七
百
五
十
人

で
運
営
し
て
、
地
域
の
医
療
・
保
健
・

高
齢
者
福
祉
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
残
暑
の
候
　
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
厚
生
連
だ
よ
り 

か
み
つ
が 

第
六
十

九
号
の
発
刊
に
あ
た
り
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。

　
会
員
Ｊ
Ａ
並
び
に
関
係
機
関
の
皆

様
に
は
、日
頃
か
ら
厚
生
連
の
医
療
・

保
健
・
高
齢
者
福
祉
事
業
運
営
に
あ

た
り
ま
し
て
、
ご
支
援
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
二
年
一
月
十
五
日
に
、

中
国
武
漢
か
ら
帰
国
し
た
日
本
人

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、

第
一
例
と
診
断
さ
れ
て
か
ら
、
三
年
以

上
が
過
ぎ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、

三
密
回
避
や
人
と
人
と
の
距
離
の
確

保
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
な
ど
の
手

指
衛
生
等
の
感
染
拡
大
を
防
止
す

る
、
新
し
い
生
活
様
式
の
実
践
が
求

め
ら
れ
、
外
出
自
粛
や
各
種
イ
ベン
ト

等
の
中
止
、
飲
食
店
に
対
す
る
営
業

時
間
短
縮
要
請
な
ど
、
緊
急
事
態
宣

言
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
五
年
五
月
八
日
か
ら
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法

上
の
位
置
づ
け
が
、
二
類
相
当
か
ら

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
、
五

類
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
三
密

回
避
や
、
人
と
人
と
の
距
離
の
確
保
、

マ
ス
ク
着
用
、
手
指
衛
生
等
の
感
染

対
策
は
、
個
人
や
事
業
者
の
判
断
に
、

全国
郷土料理の
紹介

一般外来診療表 専門外来診療表

※診療上の都合により変更になる場合がありますので、必ずご確認の上ご来院下さい。

　病棟から外を見ると北東に古賀志山が見え、手前には鹿沼市街が広がって

います。今から78年前1945年７月12日深夜23時半頃から翌13日の１時半頃

まで、現在の泉町や文化橋町付近に焼夷弾が落とされて被害がありました。

宇都宮を空襲した爆撃機は古賀志山付近でターンして茨城県北部に抜けたそ

うです。鹿沼市街に真夜中、実際に爆撃があったことを思うと俄かに恐怖を

感じます。現在はミサイルによる攻撃に変わっているとしても、空から攻撃

される恐怖は変わらないでしょう。ウクライナ空爆の映像を見るたびに住民

の恐怖を思います。早く終結してほしいと願うばかりです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
髙山　剛

【休診日】日曜日・祝祭日・第2、第4土曜日・創立記念日・年末年始

リウマチ・膠原病外来（予約）
緩 和 ケ ア 外 来 （予約）
神 経 内 科 外 来 （予約）
消化器内科外来 （予約）
循環器内科外来（予約）
１  ヶ  月  健  診
予 防 接 種 外 来（予約）
呼 吸 器 外 科 外 来
乳腺・甲状腺外来 （予約）
肝 ・ 胆 ・ 膵 臓 外 来
肝・胆・膵臓外来（予約）
ストーマ・大腸肛門外来 （予約）
て ん か ん 外 来 （予約）
助 産 師 母 乳 外 来
産 後 １ ヶ 月 健 診
産後２週間健診（助産師）
補 聴 器 外 来 （予約）
特 殊 検 査 （予約）

 内　　科 月・火・木・金 PM 1：00～PM 4：00
 〃 水 PM 2：00～PM 4：00
 〃 木 PM 1：00～PM 3：00
 〃 木 PM 1：00～PM 3：00
 　  〃　　  火・金 PM 1：00～PM 3：00
 小 児 科 月 PM 2：00～PM 3：00
　  〃 水・木・金 PM 2：00～PM 3：00
 外　　科 月 AM 8：00～AM11：30
 〃 火 PM 2：00～PM 3：30
 〃 木 AM 8：00～AM11：30
 〃 木 PM 2：00～PM 3：00
 〃 木 PM 2：00～PM 3：30
 脳神経外科 第1木 PM 1：30～PM 3：30
 産婦人科 火・水・金 予約制
 〃 月 PM 2：00～PM 2：30
 〃 木 予約制
 耳鼻咽喉科 第1・3・5金 
 〃 火 PM 2：00～PM 4：00

診 療 内 容 受 付 時 間担当診療科 曜日

看護師奨学生募集看護師奨学生募集
～あなたの「学びたい」をサポートします～
当院には、看護学生のみなさんの勉学を支えるための
奨学金制度があります。
奨学金の返済については、卒後当院にて看護師（貸与
対象職種）として貸与期間に応じた期間を勤務してい
ただいた場合、免除となります。
奨学金制度に興味・関心がある方は、随時ご相談に応
じますので、下記までお気軽にお問合せ下さい。

〒322-8550 鹿沼市下田町1－1033

担当：総務課（3321）　TEL0289-64-2161　FAX0289-64-2468
E-mail：soumu@kamituga-hp.or.jp　URL：http://www.kamituga-hp.or.jp

かみつが厚生連　上 都 賀 総 合 病 院

編 集 後 記

 AM 8：00～AM11：00 
 AM 8：00～AM11：00 木曜休診　土曜は予約のみ
 AM 8：00～AM11：30 初診はＡＭ11：00までの受付（予約制）　土曜は予約のみ
 PM 2：00～PM 4：30 予約制
 AM 8：00～AM11：30 土曜はAM11：00までの受付
 PM 2：30～PM 4：00 火・金曜のみ（月・水・木　午後は予約のみ）
 AM 8：00～AM11：30 土曜はAM11：00までの受付
 AM 8：00～AM11：00 紹介患者予約のみ
 AM 8：00～AM11：30 月・水・木　土曜は完全予約制　紹介患者・予約のみ
 PM 2：00～PM 4：00 金曜のみ　紹介患者・予約のみ
 AM 8：00～AM11：00 土曜はAM10：30までの受付
 PM 2：00～PM 3：30 火・木・金曜のみ　初診はPM3：00まで
 AM 8：00～AM11：00 土曜はAM10：30までの受付
 PM 2：00～PM 4：00 月・金曜のみ（予約のみ）
 AM 8：00～AM11：00 土曜はAM10：30までの受付
 AM 8：00～AM11：00 婦：初診・再初診は紹介患者・予約のみ
 AM 8：00～AM10：00まで 
 PM 1：30～PM 4：00 予約のみ
 AM 8：00～AM11：00 水・金・土   初診はAM10：30までの受付
 AM 8：00～AM10：30 火曜のみ
 PM 1：30～PM 4：00 月曜のみ 初診はPM3：30まで

月曜午前・木曜は予約のみ
 AM 8：00～AM11：30 水曜のみ
 AM 8：00～AM11：00 紹介患者・予約のみ/水曜完全予約制

診 療 科 目 受 付 時 間
初診受付＝AM8：00から開始 備　　　考

内 科
内分泌代謝内科

精 神 科

小 児 科

外 科
整 形 外 科

形 成 外 科

脳 神 経 外 科

皮 膚 科

泌 尿 器 科
産 婦 人 科

眼 科

耳 鼻 咽 喉 科

放 射 線 科
歯 科 口 腔 外 科

第69号  厚生連だより　か　み　つ　が　 令和 5 年 9 月 1 日⑴

上都賀厚生農業協同組合連合会
上都賀総合病院
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上都賀総合病院年報等編集委員会
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第12回目は、山口県の郷土料理「茶がゆ（芋がゆ）」と「けんちょう」をご紹介いたします。
「茶がゆ（芋がゆ）」
今から400年前、関ヶ原の戦いの後、吉川広家が出雲富田から山口県岩国へ移封された際、厳しい情勢下、家
臣を養っていく米の節約のために広まったと言われています。また、山口県東部では、さつまいもを多く生産
されていました。
「けんちょう」
冬場に美味しくなる大根など旬の野菜を煮込んで作る山口県の郷土料理で、「けんちょう煮」「けんちょう炊き」
とも呼ばれています。郷土料理という認識がないぐらいに県内の全域で食べられています。郷土料理でありな
がら、家庭により具材や味付けも様々で各家庭のオリジナル料理となっています。

写真提供　上澤　理子写真提供　上澤　理子

花
木
セ
ン
タ
ー
に
て

花
木
セ
ン
タ
ー
に
て

PM2：00 ～ PM4：00
第2・４金PM1：00 ～ PM2：00

（写真撮影：薬剤部　阿久津　潤）

材料（4人分）

作り方

けんちょう茶がゆ（芋がゆ）
材料（4人分）
・米（さっと洗う）……… ２カップ
・水 …………………10カップ前後
・さつまいも ………………… １本
・はぶ茶（豆茶）またはほうじ茶

1人分栄養価

エネルギー… 350kcal
たんぱく質 ……… 5.4g
脂質 …………… 0.6g
食塩 ……………… 0g

・木綿豆腐 ………………… 300ｇ
・大根 ……………………… 300ｇ
・人参 ………………………… 80ｇ

・サラダ油（又はごま油）…… 12ｇ
・砂糖 ………………………… 12ｇ
・しょうゆ …………………… 36ｇ

1. 分量の水を鍋に入れ、お茶を茶袋に入れて
　  火にかけよく煎じる。
2. お茶が出たら茶葉を出し、煮立たせた中に                      
　  米を入れ、米がくっつかないようにひと混 
　  ぜしたら、ふきこぼれないくらいの強火で      
　  煮る。
3.  少しして、さつまいもを皮ごと大ぶりに切っ
　  たものを入れて煮続ける（なくてもよい）。
※ ふきこぼれない程度の強火の持続と、粘り 
　  を出さないようにすること。決して煮すぎ
　  ないようにすること。

※厚手の鍋では豆腐や野菜の水分だけで十分煮えます。
　煮えにくい場合はだし汁や水を加えてください。基
　本の具材以外にも、油揚げ、里芋、こんにゃく、牛
　蒡、干椎茸（もどし汁）など入れることもあります。

1. 豆腐は水切りをしておく。
2. 大根、人参は 5 ㎜幅のいちょう切りにする。
3. 鍋に油を熱し、①の豆腐を大きくほぐし入  
　 れて炒める。豆腐に油がまわったら大根と
　 にんじんを加えて炒める。
4. 調味料を加え、蓋をして柔らかくなるまで
　 煮る。

1人分栄養価

エネルギー… 120kcal
たんぱく質 ……… 6.1g
脂質 …………… 6.3g
食塩 …………… 1.4g

作り方
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－基本理念－
―地域社会への貢献―

私たちは、地域住民の総合病院として保健・医療・福祉活動を介して、地域社
会の発展に貢献します。

－基本方針－
一、患者さんの立場を尊重し、倫理・精神面へ配慮します。
一、安全な医療を確保し、患者さんに信頼される医療を行います。
一、常に、医療の質の向上に努めます。
一、患者さんと、より良いパートナーシップを築きます。
一、地域の基幹病院として、地域社会や医療機関と連携し、住民の健康増進に

努めます。

－患者さんの権利と責任－
一、安全で適切な医療を公平に受ける権利

一、個人の人権が尊重され、プライバシーを保たれる権利

一、病気・検査・治療・見通しなどについて、説明を受ける権利

一、治療法の選択を尊重される権利

一、私たちと一緒に病気を治すことに協力していただくこと

一、患者さんの療養環境を守るため、病院の諸規則や社会的ルールを守ってい

ただくこと

新
年
度
を
迎
え
て

上
都
賀
総
合
病
院

　
　
　病
院
長

　安
藤

　克
彦

特
定
看
護
師

　四
階
西
病
棟

　河
田
公
美
子

薬
剤
部

　阿
久
津

　潤

も
に
充
実
し
た
医
師
が
安
全
な
医
療

を
行
な
う
た
め
に
は
、
患
者
さ
ん
側

の
協
力
も
必
要
な
の
で
す
。

　
医
師
は
も
と
よ
り
当
院
の
職
員
全

員
が
健
全
な
状
態
で
患
者
さ
ん
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

な
ら
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
た
と

え
ば
い
わ
ゆ
る
コ
ン
ビ
ニ
受
診
（
日

中
に
起
こ
っ
た
病
気
な
の
に
夜
に

な
っ
て
か
ら
受
診
す
る
こ
と
）
や
医

師
か
ら
の
説
明
を
自
分
の
勤
務
時
間

が
終
わ
っ
て
か
ら
の
夕
方
や
夜
に
希

望
す
る
ご
家
族
へ
の
対
応
な
ど
。
つ

ま
り
時
間
外
労
働
が
減
っ
て
心
身
と

以
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
得
ら

れ
る
。

　
実
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
有
名

人
や
起
業
家
で
あ
る
、
現          

C
E
O
テ
ィ
ム
・
ク
ッ
ク
、元 

C
E
O
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ス
、

作
家
の
村
上
春
樹
さ
ん
、
俳
優
の
哀

川
翔
さ
ん
、
な
ど
世
界
で
も
日
本
で

も
成
功
し
て
い
る
方
々
は
早
起
き
を

習
慣
に
し
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
ん
な
彼
ら
を
見
習
い
、
私
は
こ

こ
半
年
間
、
二
十
二
時
就
寝
、
五
時

起
床
を
基
盤
に
し
た
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。（
当
直
な
ど
で
例
外
の
日

は
あ
り
ま
す
が
）

　
そ
ん
な
私
が
早
起
き
を
約
半
年
間

実
践
し
て
得
ら
れ
た
も
の
・
良
か
っ

た
こ
と
を
二
つ
お
伝
え
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

①
勉
強
や
読
書
な
ど
や
り
た
か
っ
た

　
三
文
は
大
体
百
円
く
ら
い
で
す
。

　
こ
の
記
事
を
見
て
く
れ
て
い
る

方
々
は
「
な
ん
だ
、
た
っ
た
百
円
く

ら
い
か
」
と
思
う
方
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
元
々
は
早
起
き
し
て
も
百
円
く
ら

い
の
ち
っ
ぽ
け
な
い
い
こ
と
し
か
な

い
と
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
早
起
き
を
す
る
と
百
円

な
り
ま
す
が
、
一
部
は
猶
予
期
間
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
病
院
勤
務
医
も

そ
れ
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
勤
務
医

の
時
間
外
労
働
が
非
常
に
多
い
こ
と

は
以
前
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
し

た
。病
人
は
昼
夜
関
係
な
く
発
生
し
、

医
師
も
時
間
に
関
係
な
く
診
療
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
ら
あ
る

程
度
し
か
た
の
な
い
こ
と
で
す
。
し

か
し
医
師
も
人
間
で
す
。
時
間
外
労

働
が
多
す
ぎ
れ
ば
医
師
が
病
気
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
い
ず
れ
は
規

制
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
直
ち
に

適
応
し
た
場
合
に
地
域
医
療
や
救
急

医
療
に
対
す
る
影
響
が
大
き
す
ぎ
る

と
い
う
こ
と
で
猶
予
期
間
が
設
け
ら

れ
た
の
で
す
。
そ
の
猶
予
期
間
も
今

年
度
い
っ
ぱ
い
で
す
。
来
年
四
月
か

ら
正
式
に
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

が
始
ま
り
ま
す
。

　
先
ほ
ど
も
触
れ
ま
し
た
が
、
昼
夜

関
係
な
く
発
生
す
る
病
人
に
対
応
す

る
た
め
時
間
外
労
働
を
無
く
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
減
ら
す

こ
と
は
で
き
ま
す
。
医
師
が
時
間
内

に
効
率
よ
く
業
務
を
行
な
う
努
力
は

必
要
で
、
こ
の
猶
予
期
間
に
様
々
な

改
革
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
一
方

で
医
師
の
努
力
だ
け
で
は
ど
う
に
も

　
五
月
八
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
が
五
類
に
変
更
と
な
り
通

常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
の
扱

い
と
な
り
ま
し
た
。
世
間
で
は
コ
ロ

ナ
禍
前
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
多
い
よ
う
で
が
、
病
院

は
な
か
な
か
そ
う
い
う
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
高
齢
者
や
体
力
の
弱
っ

た
入
院
患
者
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
依

然
恐
ろ
し
い
病
気
だ
か
ら
で
す
。
病

院
内
で
の
感
染
拡
大
は
防
が
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
病

院
内
で
は
引
き
続
き
マ
ス
ク
の
着
用

な
ど
こ
れ
ま
で
通
り
の
対
応
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　
働
き
方
改
革
関
連
法
は
平
成
三
十

一
年
四
月
に
施
行
さ
れ
、
時
間
外

労
働
の
上
限
が
規
制
さ
れ
ま
し
た
。

す
べ
て
の
職
種
の
労
働
者
が
対
象
と

　
事
に
打
ち
込
め
た
。

　
朝
一
は
起
床
後
で
頭
が
ス
ッ
キ
リ

し
て
い
る
状
態
で
す
。
勉
強
や
読
書

な
ど
や
り
た
か
っ
た
こ
と
に
打
ち
込

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
朝
一
読
書
の

お
か
げ
で
、
読
め
て
い
な
か
っ
た
本

も
読
破
で
き
ま
し
た
。

②
し
っ
か
り
睡
眠
が
取
れ
る
よ
う
に

　
な
っ
た
。

　
早
起
き
し
て
朝
に
や
る
と
決
め
る

と
、
早
く
寝
る
よ
う
に
な
り
、
早
寝

習
慣
が
自
然
に
身
に
つ
き
睡
眠
時
間

も
確
保
で
き
ま
し
た
。

　
三
文
以
上
の
徳
が
あ
る
早
起
き
を

や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
方
は
、
ま

ず
は
十
五
分
早
起
き
だ
け
で
も
や
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
と
に
か
く
や
っ

て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
！

　
看
護
師
と
し
て
十
年
目
、
今
ま
で

の
経
験
を
生
か
し
、看
護
師
と
し
て
、

仕
事
の
幅
を
広
げ
ら
れ
な
い
か
と
考

え
て
い
た
。
前
職
で
は
救
急
セ
ン

タ
ー
に
勤
務
し
て
お
り
、
一
通
り
の

疾
患
や
看
護
技
術
を
経
験
し
、
当
院

へ
就
職
し
た
。
看
護
師
と
し
て
の
自

分
の
強
み
は
何
か
を
考
え
な
が
ら
勤

務
を
し
て
い
た
際
、
当
時
の
師
長
と

の
面
談
で
、「
手
先
が
器
用
だ
か
ら
、

特
定
行
為
で
何
か
取
得
し
た
ら
技
術

を
習
得
し
て
み
て
は
ど
う
か
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
こ
と
が
今
回
、

特
定
行
為
研
修
を
受
講
す
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。

　
特
定
行
為
と
は
、
高
度
で
専
門
的

な
知
識
・
技
能
を
特
定
行
為
研
修
で

身
に
つ
け
た
看
護
師
が
医
師
に
よ
る

　　
岩
山
、
そ
の
普
通
名
詞
の
よ
う
な

固
有
名
詞
の
山
は
病
院
か
ら
す
ぐ
そ

ば
に
見
え
ま
す
。
南
北
に
連
な
る
三

つ
の
岩
と
格
闘
し
た
く
な
り
七
月
の

暑
い
日
曜
日
に
出
か
け
ま
し
た
。
鎖

場
の
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
こ
れ
を
不

安
に
感
じ
て
い
た
こ
と
を
察
し
た
妻

が
同
行
し
ま
し
た
。
暑
い
日
で
街
中

を
二
キ
ロ
歩
き
登
山
口
で
す
で
に
手

持
ち
の
水
は
三
百
㎖
。
登
山
口
に
、

三
番
岩
↓
二
の
タ
ル
ミ
↓
二
番
岩
↓

手
順
書
を
も
と
に
行
う
診
療
の
補
助

の
こ
と
で
あ
る
。
三
十
八
行
為
二
十

一
区
分
と
さ
れ
て
お
り
、
今
回
「
末

梢
留
置
型
注
射
用
中
心
静
脈
カ
テ
ー

テ
ル
関
連
」「
中
心
静
脈
カ
テ
ー
テ

ル
関
連
」「
動
脈
血
ガ
ス
分
析
」
の

項
目
を
受
講
し
た
。
現
在
活
動
日
を

い
た
だ
き
な
が
ら
行
な
っ
て
い
る

P
I
C
C
に
関
し
て
は
、
自
部
署
に

P
I
C
C
を
挿
入
し
て
栄
養
管
理
を

行
う
患
者
が
多
く
い
た
こ
と
も
あ

り
、
看
護
師
で
も
挿
入
や
抜
去
が
可

能
に
な
れ
ば
、
患
者
の
状
態
に
合
わ

せ
た
医
療
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
感
じ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
ま
た
、

P
I
C
C
が
院
内
で
浸
透
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
管
理
上
の
問

題
も
解
決
し
て
い
け
る
よ
う
活
動
し

て
い
き
た
い
と
考
え
、
受
講
希
望
を

し
た
。
特
定
行
為
研
修
で
は
、
手
技

だ
け
で
な
く
、
患
者
に
安
全
な
医
療

を
提
供
す
る
た
め
に
チ
ー
ム
で
情
報

共
有
を
す
る
こ
と
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
を
し
て
一
人
一
人
の
患
者
に
合
っ

た
医
療
を
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を

学
び
、
チ
ー
ム
医
療
と
い
う
言
葉
を

再
認
識
し
た
。
今
後
も
特
定
行
為
実

践
看
護
師
と
し
て
活
動
す
る
に
あ
た

一
の
タ
ル
ミ
↓
一
番
岩
と
コ
ー
ス
の

看
板
。
手
ご
わ
そ
う
。

　
登
り
始
め
は
木
陰
で
快
適
で
す

が
、
直
ぐ
に
上
半
身
を
使
っ
て
登
る

岩
が
連
続
、
高
度
感
も
あ
り
、
し
か

も
暑
く
、
す
ぐ
に
水
を
全
部
飲
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。「
こ
ん
な
に
厳
し

い
山
？
」
と
何
度
も
思
い
つ
つ
三
番

岩
に
到
達
し
、
大
量
の
汗
を
か
き
ま

し
た
が
水
は
も
う
な
い
。
妻
が
水
を

分
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
高

低
差
の
あ
る
岩
が
続
き
、
引
き
返
せ

ず
一
の
タ
ル
ミ
。
状
態
の
悪
い
夫
に

妻
は
「
残
り
の
水
飲
み
な
、
私
は
先

を
見
て
く
る
」。
私
は
『
水
も
な
く

な
っ
た
し
も
う
歩
け
な
い
な
』。
麓

か
ら
人
の
声
が
す
る
所
で
進
退
窮

ま
っ
た
。
そ
こ
に
妻
か
ら
「
一
番
岩

ま
で
来
た
。
そ
こ
か
ら
す
ぐ
」
と
電

話
。
少
し
回
復
し
た
自
分
も
一
番
岩

へ
と
到
達
。

　
よ
う
や
く
下
山
。
ま
ち
の
駅
・
新

鹿
沼
宿
の
ニ
ラ
そ
ば
と
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
で
生
還
。
岩
山
と
格
闘
し
て

惨
敗
し
、
妻
に
助
け
ら
れ
た
話
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
安
易
に

登
っ
て
は
い
け
な
い
山
で
し
た
。

A
pple 

A
pple 

コ
ラ
ム

　『
早
起
き
は
三
文
の
徳
』、、、

　
　
三
文
っ
て
一
体
い
く
ら

　
　
　
徳
に
な
る
の
？

特
定
行
為
実
践
看
護
師

　
　
　
　
　
　ま
で
の
道
の
り

特
定
行
為
実
践
看
護
師

　
　
　
　
　
　ま
で
の
道
の
り

特
定
行
為
実
践
看
護
師

　
　
　
　
　
　ま
で
の
道
の
り

特
定
行
為
実
践
看
護
師

　
　
　
　
　
　ま
で
の
道
の
り

岩
山
で

岩
山
で
ヘ
ロ
ヘ
ロ

ヘ
ロ
ヘ
ロ

そ
の
良
さ

　
　

 

再
発
見

精
神
科

　髙
山

　剛

り
、
多
く
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
協
力

し
な
が
ら
チ
ー
ム
医
療
の
窓
口
と

な
っ
て
患
者
に
関
わ
れ
る
よ
う
活
動

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。



第69号  厚生連だより　か　み　つ　が　 令和 5 年 9 月 1 日⑶ 第69号 厚生連だより　か　み　つ　が　令和 5 年 9 月 1 日 ⑵

－基本理念－
―地域社会への貢献―

私たちは、地域住民の総合病院として保健・医療・福祉活動を介して、地域社
会の発展に貢献します。

－基本方針－
一、患者さんの立場を尊重し、倫理・精神面へ配慮します。
一、安全な医療を確保し、患者さんに信頼される医療を行います。
一、常に、医療の質の向上に努めます。
一、患者さんと、より良いパートナーシップを築きます。
一、地域の基幹病院として、地域社会や医療機関と連携し、住民の健康増進に

努めます。

－患者さんの権利と責任－
一、安全で適切な医療を公平に受ける権利

一、個人の人権が尊重され、プライバシーを保たれる権利

一、病気・検査・治療・見通しなどについて、説明を受ける権利

一、治療法の選択を尊重される権利

一、私たちと一緒に病気を治すことに協力していただくこと

一、患者さんの療養環境を守るため、病院の諸規則や社会的ルールを守ってい

ただくこと

新
年
度
を
迎
え
て

上
都
賀
総
合
病
院

　
　
　病
院
長

　安
藤

　克
彦

特
定
看
護
師

　四
階
西
病
棟

　河
田
公
美
子

薬
剤
部

　阿
久
津

　潤

も
に
充
実
し
た
医
師
が
安
全
な
医
療

を
行
な
う
た
め
に
は
、
患
者
さ
ん
側

の
協
力
も
必
要
な
の
で
す
。

　
医
師
は
も
と
よ
り
当
院
の
職
員
全

員
が
健
全
な
状
態
で
患
者
さ
ん
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

な
ら
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
た
と

え
ば
い
わ
ゆ
る
コ
ン
ビ
ニ
受
診
（
日

中
に
起
こ
っ
た
病
気
な
の
に
夜
に

な
っ
て
か
ら
受
診
す
る
こ
と
）
や
医

師
か
ら
の
説
明
を
自
分
の
勤
務
時
間

が
終
わ
っ
て
か
ら
の
夕
方
や
夜
に
希

望
す
る
ご
家
族
へ
の
対
応
な
ど
。
つ

ま
り
時
間
外
労
働
が
減
っ
て
心
身
と

以
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
得
ら

れ
る
。

　
実
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
有
名

人
や
起
業
家
で
あ
る
、
現          

C
E
O
テ
ィ
ム
・
ク
ッ
ク
、元 

C
E
O
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ス
、

作
家
の
村
上
春
樹
さ
ん
、
俳
優
の
哀

川
翔
さ
ん
、
な
ど
世
界
で
も
日
本
で

も
成
功
し
て
い
る
方
々
は
早
起
き
を

習
慣
に
し
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
ん
な
彼
ら
を
見
習
い
、
私
は
こ

こ
半
年
間
、
二
十
二
時
就
寝
、
五
時

起
床
を
基
盤
に
し
た
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。（
当
直
な
ど
で
例
外
の
日

は
あ
り
ま
す
が
）

　
そ
ん
な
私
が
早
起
き
を
約
半
年
間

実
践
し
て
得
ら
れ
た
も
の
・
良
か
っ

た
こ
と
を
二
つ
お
伝
え
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

①
勉
強
や
読
書
な
ど
や
り
た
か
っ
た

　
三
文
は
大
体
百
円
く
ら
い
で
す
。

　
こ
の
記
事
を
見
て
く
れ
て
い
る

方
々
は
「
な
ん
だ
、
た
っ
た
百
円
く

ら
い
か
」
と
思
う
方
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
元
々
は
早
起
き
し
て
も
百
円
く
ら

い
の
ち
っ
ぽ
け
な
い
い
こ
と
し
か
な

い
と
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
早
起
き
を
す
る
と
百
円

な
り
ま
す
が
、
一
部
は
猶
予
期
間
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
病
院
勤
務
医
も

そ
れ
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
勤
務
医

の
時
間
外
労
働
が
非
常
に
多
い
こ
と

は
以
前
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
し

た
。病
人
は
昼
夜
関
係
な
く
発
生
し
、

医
師
も
時
間
に
関
係
な
く
診
療
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
ら
あ
る

程
度
し
か
た
の
な
い
こ
と
で
す
。
し

か
し
医
師
も
人
間
で
す
。
時
間
外
労

働
が
多
す
ぎ
れ
ば
医
師
が
病
気
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
い
ず
れ
は
規

制
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
直
ち
に

適
応
し
た
場
合
に
地
域
医
療
や
救
急

医
療
に
対
す
る
影
響
が
大
き
す
ぎ
る

と
い
う
こ
と
で
猶
予
期
間
が
設
け
ら

れ
た
の
で
す
。
そ
の
猶
予
期
間
も
今

年
度
い
っ
ぱ
い
で
す
。
来
年
四
月
か

ら
正
式
に
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

が
始
ま
り
ま
す
。

　
先
ほ
ど
も
触
れ
ま
し
た
が
、
昼
夜

関
係
な
く
発
生
す
る
病
人
に
対
応
す

る
た
め
時
間
外
労
働
を
無
く
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
減
ら
す

こ
と
は
で
き
ま
す
。
医
師
が
時
間
内

に
効
率
よ
く
業
務
を
行
な
う
努
力
は

必
要
で
、
こ
の
猶
予
期
間
に
様
々
な

改
革
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
一
方

で
医
師
の
努
力
だ
け
で
は
ど
う
に
も

　
五
月
八
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
が
五
類
に
変
更
と
な
り
通

常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
の
扱

い
と
な
り
ま
し
た
。
世
間
で
は
コ
ロ

ナ
禍
前
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
多
い
よ
う
で
が
、
病
院

は
な
か
な
か
そ
う
い
う
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。
高
齢
者
や
体
力
の
弱
っ

た
入
院
患
者
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
依

然
恐
ろ
し
い
病
気
だ
か
ら
で
す
。
病

院
内
で
の
感
染
拡
大
は
防
が
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
病

院
内
で
は
引
き
続
き
マ
ス
ク
の
着
用

な
ど
こ
れ
ま
で
通
り
の
対
応
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　
働
き
方
改
革
関
連
法
は
平
成
三
十

一
年
四
月
に
施
行
さ
れ
、
時
間
外

労
働
の
上
限
が
規
制
さ
れ
ま
し
た
。

す
べ
て
の
職
種
の
労
働
者
が
対
象
と

　
事
に
打
ち
込
め
た
。

　
朝
一
は
起
床
後
で
頭
が
ス
ッ
キ
リ

し
て
い
る
状
態
で
す
。
勉
強
や
読
書

な
ど
や
り
た
か
っ
た
こ
と
に
打
ち
込

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
朝
一
読
書
の

お
か
げ
で
、
読
め
て
い
な
か
っ
た
本

も
読
破
で
き
ま
し
た
。

②
し
っ
か
り
睡
眠
が
取
れ
る
よ
う
に

　
な
っ
た
。

　
早
起
き
し
て
朝
に
や
る
と
決
め
る

と
、
早
く
寝
る
よ
う
に
な
り
、
早
寝

習
慣
が
自
然
に
身
に
つ
き
睡
眠
時
間

も
確
保
で
き
ま
し
た
。

　
三
文
以
上
の
徳
が
あ
る
早
起
き
を

や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
方
は
、
ま

ず
は
十
五
分
早
起
き
だ
け
で
も
や
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
と
に
か
く
や
っ

て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
！

　
看
護
師
と
し
て
十
年
目
、
今
ま
で

の
経
験
を
生
か
し
、看
護
師
と
し
て
、

仕
事
の
幅
を
広
げ
ら
れ
な
い
か
と
考

え
て
い
た
。
前
職
で
は
救
急
セ
ン

タ
ー
に
勤
務
し
て
お
り
、
一
通
り
の

疾
患
や
看
護
技
術
を
経
験
し
、
当
院

へ
就
職
し
た
。
看
護
師
と
し
て
の
自

分
の
強
み
は
何
か
を
考
え
な
が
ら
勤

務
を
し
て
い
た
際
、
当
時
の
師
長
と

の
面
談
で
、「
手
先
が
器
用
だ
か
ら
、

特
定
行
為
で
何
か
取
得
し
た
ら
技
術

を
習
得
し
て
み
て
は
ど
う
か
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
こ
と
が
今
回
、

特
定
行
為
研
修
を
受
講
す
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。

　
特
定
行
為
と
は
、
高
度
で
専
門
的

な
知
識
・
技
能
を
特
定
行
為
研
修
で

身
に
つ
け
た
看
護
師
が
医
師
に
よ
る

　　
岩
山
、
そ
の
普
通
名
詞
の
よ
う
な

固
有
名
詞
の
山
は
病
院
か
ら
す
ぐ
そ

ば
に
見
え
ま
す
。
南
北
に
連
な
る
三

つ
の
岩
と
格
闘
し
た
く
な
り
七
月
の

暑
い
日
曜
日
に
出
か
け
ま
し
た
。
鎖

場
の
あ
る
こ
と
を
聞
き
、
こ
れ
を
不

安
に
感
じ
て
い
た
こ
と
を
察
し
た
妻

が
同
行
し
ま
し
た
。
暑
い
日
で
街
中

を
二
キ
ロ
歩
き
登
山
口
で
す
で
に
手

持
ち
の
水
は
三
百
㎖
。
登
山
口
に
、

三
番
岩
↓
二
の
タ
ル
ミ
↓
二
番
岩
↓

手
順
書
を
も
と
に
行
う
診
療
の
補
助

の
こ
と
で
あ
る
。
三
十
八
行
為
二
十

一
区
分
と
さ
れ
て
お
り
、
今
回
「
末

梢
留
置
型
注
射
用
中
心
静
脈
カ
テ
ー

テ
ル
関
連
」「
中
心
静
脈
カ
テ
ー
テ

ル
関
連
」「
動
脈
血
ガ
ス
分
析
」
の

項
目
を
受
講
し
た
。
現
在
活
動
日
を

い
た
だ
き
な
が
ら
行
な
っ
て
い
る

P
I
C
C
に
関
し
て
は
、
自
部
署
に

P
I
C
C
を
挿
入
し
て
栄
養
管
理
を

行
う
患
者
が
多
く
い
た
こ
と
も
あ

り
、
看
護
師
で
も
挿
入
や
抜
去
が
可

能
に
な
れ
ば
、
患
者
の
状
態
に
合
わ

せ
た
医
療
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
感
じ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
ま
た
、

P
I
C
C
が
院
内
で
浸
透
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
管
理
上
の
問

題
も
解
決
し
て
い
け
る
よ
う
活
動
し

て
い
き
た
い
と
考
え
、
受
講
希
望
を

し
た
。
特
定
行
為
研
修
で
は
、
手
技

だ
け
で
な
く
、
患
者
に
安
全
な
医
療

を
提
供
す
る
た
め
に
チ
ー
ム
で
情
報

共
有
を
す
る
こ
と
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
を
し
て
一
人
一
人
の
患
者
に
合
っ

た
医
療
を
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を

学
び
、
チ
ー
ム
医
療
と
い
う
言
葉
を

再
認
識
し
た
。
今
後
も
特
定
行
為
実

践
看
護
師
と
し
て
活
動
す
る
に
あ
た

一
の
タ
ル
ミ
↓
一
番
岩
と
コ
ー
ス
の

看
板
。
手
ご
わ
そ
う
。

　
登
り
始
め
は
木
陰
で
快
適
で
す

が
、
直
ぐ
に
上
半
身
を
使
っ
て
登
る

岩
が
連
続
、
高
度
感
も
あ
り
、
し
か

も
暑
く
、
す
ぐ
に
水
を
全
部
飲
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。「
こ
ん
な
に
厳
し

い
山
？
」
と
何
度
も
思
い
つ
つ
三
番

岩
に
到
達
し
、
大
量
の
汗
を
か
き
ま

し
た
が
水
は
も
う
な
い
。
妻
が
水
を

分
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
高

低
差
の
あ
る
岩
が
続
き
、
引
き
返
せ

ず
一
の
タ
ル
ミ
。
状
態
の
悪
い
夫
に

妻
は
「
残
り
の
水
飲
み
な
、
私
は
先

を
見
て
く
る
」。
私
は
『
水
も
な
く

な
っ
た
し
も
う
歩
け
な
い
な
』。
麓

か
ら
人
の
声
が
す
る
所
で
進
退
窮

ま
っ
た
。
そ
こ
に
妻
か
ら
「
一
番
岩

ま
で
来
た
。
そ
こ
か
ら
す
ぐ
」
と
電

話
。
少
し
回
復
し
た
自
分
も
一
番
岩

へ
と
到
達
。

　
よ
う
や
く
下
山
。
ま
ち
の
駅
・
新

鹿
沼
宿
の
ニ
ラ
そ
ば
と
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
で
生
還
。
岩
山
と
格
闘
し
て

惨
敗
し
、
妻
に
助
け
ら
れ
た
話
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
安
易
に

登
っ
て
は
い
け
な
い
山
で
し
た
。

A
pple 

A
pple 

コ
ラ
ム

　『
早
起
き
は
三
文
の
徳
』、、、

　
　
三
文
っ
て
一
体
い
く
ら

　
　
　
徳
に
な
る
の
？

特
定
行
為
実
践
看
護
師

　
　
　
　
　
　ま
で
の
道
の
り

特
定
行
為
実
践
看
護
師

　
　
　
　
　
　ま
で
の
道
の
り

特
定
行
為
実
践
看
護
師

　
　
　
　
　
　ま
で
の
道
の
り

特
定
行
為
実
践
看
護
師

　
　
　
　
　
　ま
で
の
道
の
り

岩
山
で

岩
山
で
ヘ
ロ
ヘ
ロ

ヘ
ロ
ヘ
ロ

そ
の
良
さ

　
　

 

再
発
見

精
神
科

　髙
山

　剛

り
、
多
く
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
協
力

し
な
が
ら
チ
ー
ム
医
療
の
窓
口
と

な
っ
て
患
者
に
関
わ
れ
る
よ
う
活
動

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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ゆ
だ
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
は
、
全
数
把
握

で
な
く
、
全
国
五
千
の
医
療
機
関
の
、

定
点
把
握
に
な
り
、
一
週
間
に
一
回
、

金
曜
日
に
公
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

週
一
回
の
新
聞
公
表
を
み
る
と
、
一
医

療
機
関
当
た
り
の
感
染
者
数
の
数
値

が
、
流
行
し
て
い
る
の
か
、
し
て
い
な

い
の
か
、
動
向
が
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。

行
動
制
限
が
な
い
の
で
、
外
出
自
粛

は
、
求
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
コ
ロ
ナ
発

症
後
五
日
間
が
他
人
に
感
染
さ
せ
る

リ
ス
ク
が
高
い
の
で
、
外
出
を
控
え
る

こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

十
日
間
が
経
過
す
る
ま
で
は
、
ウ
イ

ル
ス
排
出
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
不
織
布
マ
ス
ク
を
着
用
し
た
り
、

高
齢
者
等
ハ
イ
リ
ス
ク
者
と
接
触
は

控
え
る
等
、
周
り
の
方
へ
う
つ
さ
な
い

よ
う
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。（
厚
生
労

働
省
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
症
法
の
位
置
付
け
変
更
後
の

療
養
期
間
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
か
ら

引
用
）

　
上
都
賀
厚
生
連
は
、
上
都
賀
総
合

病
院
（
二
十
七
診
療
科
・
三
百
五
十

二
床
・
が
ん
診
療
病
院
・
脳
卒
中
拠

点
病
院
・
肝
疾
患
専
門
病
院
・
一
次

二
次
救
急
病
院
・
へ
き
地
医
療
拠
点

病
院
・
災
害
拠
点
病
院
・
ア
レ
ル
ギ
ー

疾
患
拠
点
病
院
）・
老
人
保
健
施
設

か
み
つ
が（
百
床
、通
所
リ
ハ
八
十
人
）・

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ひ
ば
り
・
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
か
み
つ
が
・
鹿

沼
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

五
事
業
所
を
職
員
数
約
七
百
五
十
人

で
運
営
し
て
、
地
域
の
医
療
・
保
健
・

高
齢
者
福
祉
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
残
暑
の
候
　
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
厚
生
連
だ
よ
り 

か
み
つ
が 

第
六
十

九
号
の
発
刊
に
あ
た
り
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。

　
会
員
Ｊ
Ａ
並
び
に
関
係
機
関
の
皆

様
に
は
、日
頃
か
ら
厚
生
連
の
医
療
・

保
健
・
高
齢
者
福
祉
事
業
運
営
に
あ

た
り
ま
し
て
、
ご
支
援
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
二
年
一
月
十
五
日
に
、

中
国
武
漢
か
ら
帰
国
し
た
日
本
人

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、

第
一
例
と
診
断
さ
れ
て
か
ら
、
三
年
以

上
が
過
ぎ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、

三
密
回
避
や
人
と
人
と
の
距
離
の
確

保
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
な
ど
の
手

指
衛
生
等
の
感
染
拡
大
を
防
止
す

る
、
新
し
い
生
活
様
式
の
実
践
が
求

め
ら
れ
、
外
出
自
粛
や
各
種
イ
ベン
ト

等
の
中
止
、
飲
食
店
に
対
す
る
営
業

時
間
短
縮
要
請
な
ど
、
緊
急
事
態
宣

言
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
五
年
五
月
八
日
か
ら
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法

上
の
位
置
づ
け
が
、
二
類
相
当
か
ら

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
、
五

類
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
三
密

回
避
や
、
人
と
人
と
の
距
離
の
確
保
、

マ
ス
ク
着
用
、
手
指
衛
生
等
の
感
染

対
策
は
、
個
人
や
事
業
者
の
判
断
に
、

全国
郷土料理の
紹介

一般外来診療表 専門外来診療表

※診療上の都合により変更になる場合がありますので、必ずご確認の上ご来院下さい。

　病棟から外を見ると北東に古賀志山が見え、手前には鹿沼市街が広がって

います。今から78年前1945年７月12日深夜23時半頃から翌13日の１時半頃

まで、現在の泉町や文化橋町付近に焼夷弾が落とされて被害がありました。

宇都宮を空襲した爆撃機は古賀志山付近でターンして茨城県北部に抜けたそ

うです。鹿沼市街に真夜中、実際に爆撃があったことを思うと俄かに恐怖を

感じます。現在はミサイルによる攻撃に変わっているとしても、空から攻撃

される恐怖は変わらないでしょう。ウクライナ空爆の映像を見るたびに住民

の恐怖を思います。早く終結してほしいと願うばかりです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
髙山　剛

【休診日】日曜日・祝祭日・第2、第4土曜日・創立記念日・年末年始

リウマチ・膠原病外来（予約）
緩 和 ケ ア 外 来 （予約）
神 経 内 科 外 来 （予約）
消化器内科外来 （予約）
循環器内科外来（予約）
１  ヶ  月  健  診
予 防 接 種 外 来（予約）
呼 吸 器 外 科 外 来
乳腺・甲状腺外来 （予約）
肝 ・ 胆 ・ 膵 臓 外 来
肝・胆・膵臓外来（予約）
ストーマ・大腸肛門外来 （予約）
て ん か ん 外 来 （予約）
助 産 師 母 乳 外 来
産 後 １ ヶ 月 健 診
産後２週間健診（助産師）
補 聴 器 外 来 （予約）
特 殊 検 査 （予約）

 内　　科 月・火・木・金 PM 1：00～PM 4：00
 〃 水 PM 2：00～PM 4：00
 〃 木 PM 1：00～PM 3：00
 〃 木 PM 1：00～PM 3：00
 　  〃　　  火・金 PM 1：00～PM 3：00
 小 児 科 月 PM 2：00～PM 3：00
　  〃 水・木・金 PM 2：00～PM 3：00
 外　　科 月 AM 8：00～AM11：30
 〃 火 PM 2：00～PM 3：30
 〃 木 AM 8：00～AM11：30
 〃 木 PM 2：00～PM 3：00
 〃 木 PM 2：00～PM 3：30
 脳神経外科 第1木 PM 1：30～PM 3：30
 産婦人科 火・水・金 予約制
 〃 月 PM 2：00～PM 2：30
 〃 木 予約制
 耳鼻咽喉科 第1・3・5金 
 〃 火 PM 2：00～PM 4：00

診 療 内 容 受 付 時 間担当診療科 曜日

看護師奨学生募集看護師奨学生募集
～あなたの「学びたい」をサポートします～
当院には、看護学生のみなさんの勉学を支えるための
奨学金制度があります。
奨学金の返済については、卒後当院にて看護師（貸与
対象職種）として貸与期間に応じた期間を勤務してい
ただいた場合、免除となります。
奨学金制度に興味・関心がある方は、随時ご相談に応
じますので、下記までお気軽にお問合せ下さい。

〒322-8550 鹿沼市下田町1－1033

担当：総務課（3321）　TEL0289-64-2161　FAX0289-64-2468
E-mail：soumu@kamituga-hp.or.jp　URL：http://www.kamituga-hp.or.jp

かみつが厚生連　上 都 賀 総 合 病 院

編 集 後 記

 AM 8：00～AM11：00 
 AM 8：00～AM11：00 木曜休診　土曜は予約のみ
 AM 8：00～AM11：30 初診はＡＭ11：00までの受付（予約制）　土曜は予約のみ
 PM 2：00～PM 4：30 予約制
 AM 8：00～AM11：30 土曜はAM11：00までの受付
 PM 2：30～PM 4：00 火・金曜のみ（月・水・木　午後は予約のみ）
 AM 8：00～AM11：30 土曜はAM11：00までの受付
 AM 8：00～AM11：00 紹介患者予約のみ
 AM 8：00～AM11：30 月・水・木　土曜は完全予約制　紹介患者・予約のみ
 PM 2：00～PM 4：00 金曜のみ　紹介患者・予約のみ
 AM 8：00～AM11：00 土曜はAM10：30までの受付
 PM 2：00～PM 3：30 火・木・金曜のみ　初診はPM3：00まで
 AM 8：00～AM11：00 土曜はAM10：30までの受付
 PM 2：00～PM 4：00 月・金曜のみ（予約のみ）
 AM 8：00～AM11：00 土曜はAM10：30までの受付
 AM 8：00～AM11：00 婦：初診・再初診は紹介患者・予約のみ
 AM 8：00～AM10：00まで 
 PM 1：30～PM 4：00 予約のみ
 AM 8：00～AM11：00 水・金・土   初診はAM10：30までの受付
 AM 8：00～AM10：30 火曜のみ
 PM 1：30～PM 4：00 月曜のみ 初診はPM3：30まで

月曜午前・木曜は予約のみ
 AM 8：00～AM11：30 水曜のみ
 AM 8：00～AM11：00 紹介患者・予約のみ/水曜完全予約制

診 療 科 目 受 付 時 間
初診受付＝AM8：00から開始 備　　　考

内 科
内分泌代謝内科

精 神 科

小 児 科

外 科
整 形 外 科

形 成 外 科

脳 神 経 外 科

皮 膚 科

泌 尿 器 科
産 婦 人 科

眼 科

耳 鼻 咽 喉 科

放 射 線 科
歯 科 口 腔 外 科

第69号  厚生連だより　か　み　つ　が　 令和 5 年 9 月 1 日⑴

上都賀厚生農業協同組合連合会
上都賀総合病院
老人保健施設かみつが
編　　集
上都賀総合病院年報等編集委員会
〒322－8550　鹿沼市下田町1－1033
TEL　0289－64－2161
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第12回目は、山口県の郷土料理「茶がゆ（芋がゆ）」と「けんちょう」をご紹介いたします。
「茶がゆ（芋がゆ）」
今から400年前、関ヶ原の戦いの後、吉川広家が出雲富田から山口県岩国へ移封された際、厳しい情勢下、家
臣を養っていく米の節約のために広まったと言われています。また、山口県東部では、さつまいもを多く生産
されていました。
「けんちょう」
冬場に美味しくなる大根など旬の野菜を煮込んで作る山口県の郷土料理で、「けんちょう煮」「けんちょう炊き」
とも呼ばれています。郷土料理という認識がないぐらいに県内の全域で食べられています。郷土料理でありな
がら、家庭により具材や味付けも様々で各家庭のオリジナル料理となっています。

写真提供　上澤　理子写真提供　上澤　理子
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PM2：00 ～ PM4：00
第2・４金PM1：00 ～ PM2：00

（写真撮影：薬剤部　阿久津　潤）

材料（4人分）

作り方

けんちょう茶がゆ（芋がゆ）
材料（4人分）
・米（さっと洗う）……… ２カップ
・水 …………………10カップ前後
・さつまいも ………………… １本
・はぶ茶（豆茶）またはほうじ茶

1人分栄養価

エネルギー… 350kcal
たんぱく質 ……… 5.4g
脂質 …………… 0.6g
食塩 ……………… 0g

・木綿豆腐 ………………… 300ｇ
・大根 ……………………… 300ｇ
・人参 ………………………… 80ｇ

・サラダ油（又はごま油）…… 12ｇ
・砂糖 ………………………… 12ｇ
・しょうゆ …………………… 36ｇ

1. 分量の水を鍋に入れ、お茶を茶袋に入れて
　  火にかけよく煎じる。
2. お茶が出たら茶葉を出し、煮立たせた中に                      
　  米を入れ、米がくっつかないようにひと混 
　  ぜしたら、ふきこぼれないくらいの強火で      
　  煮る。
3.  少しして、さつまいもを皮ごと大ぶりに切っ
　  たものを入れて煮続ける（なくてもよい）。
※ ふきこぼれない程度の強火の持続と、粘り 
　  を出さないようにすること。決して煮すぎ
　  ないようにすること。

※厚手の鍋では豆腐や野菜の水分だけで十分煮えます。
　煮えにくい場合はだし汁や水を加えてください。基
　本の具材以外にも、油揚げ、里芋、こんにゃく、牛
　蒡、干椎茸（もどし汁）など入れることもあります。

1. 豆腐は水切りをしておく。
2. 大根、人参は 5 ㎜幅のいちょう切りにする。
3. 鍋に油を熱し、①の豆腐を大きくほぐし入  
　 れて炒める。豆腐に油がまわったら大根と
　 にんじんを加えて炒める。
4. 調味料を加え、蓋をして柔らかくなるまで
　 煮る。

1人分栄養価

エネルギー… 120kcal
たんぱく質 ……… 6.1g
脂質 …………… 6.3g
食塩 …………… 1.4g

作り方


